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　自然言語処理技術を用いて個別銘柄を取り扱うアナリストレポートを定量評価する手法を提示し、記述的情報
の有用性を示す実証分析を行う。投資判断に関係する情報を抽出したセンチメントスコアを各レポートに対して
算出し、実証分析を行った結果、①投資判断の変更以前からセンチメントに変化が生じている、②同じ種類の投
資判断の変更であっても、センチメントの違いがその後の超過収益率に影響している、ことが明らかになった。

１．はじめに
２．アナリストレポートの計量化
３．投資判断の変更とアナリストのセンチメント

４．センチメントと株式リターン
５．終わりに
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